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テーマ概要:  

日本刀や Damascus 刀は、層状組織や特徴的紋様で知られる。折返し鍛錬材の

方が高い靱性を有するが、結晶粒および破面単位の寸法が折返し鍛錬材の方が

小さいことから判断すると、主に結晶粒の大きさ、あるいは結晶方位分布の違

いが、靱性に影響していると考えられる。本研究では、電磁軟鉄と過共析鋼（1.3 

mass%C）積層材に繰り返し加工熱処理を加え、オーステナイト↔フェライト変態

／逆変態に伴う組織変化について調査する。 
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